
一
鹸
 

（
四
巨調
求
て
「
ミ
ー
 発行所 五所川原市役所

爾話（代）2・IIEど」 

印刷所 青森民友新聞社 

市の 人 口
昭和35年 4月末現在 

人 口 	49・936 
男 	24・37! 

女 	25・565 

世帯数 	9・406 

生
期
嵩
了
こ
と
も
な
う
民
曇
五
回
目
の
青
森
県
知
事
選
挙
は
六
月
六
日
告
示
，
七
月
一
日

（
午前
七
時
よ
り
午
後
六
時
 

報
 
競
か
議
費
捲
議
響
纏
鱗
緩
羅
誌
離
編
叫
響
裁
麓
離
穀
や
詳
獲
穀
 

権
者
の
な
い
明
朗
清
潔
な
選
挙
を
お
こ
な

い
ま
し
よ
う
。
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O
棄
権
は
絶

対
ゃ
め
ま
し
よ
う
 

政
治

は
国
民

全
部
の
も

の
で
す
か
ら

七
月
一

日
の
知
事
選
挙
日
に
選
挙
権
の
あ

る
人

は
必
ず
投
票
し

ま
し
よ
う
 

よ
 
い
人
選
ん
で
住
み
ょ

い
町
に
 

き
 
れ
い
な
選
挙

で
良
い
政
治
 

選
 
べ
良
い
人
わ
れ
ら
の
代
表
 

い
 
き
な
ょ
母
さ
ん
大
事
な
選
挙
 

め
 
い
め
い
の
心
で
き
ま
る
新

日
本
 

う
 
つ
か
り
選
ぶ
な
し
つ
か
り
選
べ
 

こ
 
の
一
票
わ
た
し
が
政
治
を
す
る
心
 

二
十
五
日
午
前
七
前
半
か
ら
北
勤

功
章
 
消
防
員
、
森
山
正
。
 

斗
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
消
防
団
副

部
長
、
須
郷
彦

一
。
班
長
、
 

員
一
六
〇
〇
名
が
参
加
し
て
お
成

田
茂
。
副
部
長
、
藤
田
修
次

こ
な
わ
れ
る
。
 

郎
。
部
長
、
湊
谷
辰
五
郎
 
班

当
日
の
行
事
と
し
て
分
列
行
進
長
、

田
中
喜
一
、
副
部
是
、
小

ま
と
い
振
り
梯
子
乗
り
、
放
水
田
桐

利
佐
雄
．
（皿
長
野
宮
正
信

演
習
な
ど
が
予
定
し
て
あ
る
。
 副
部
長
，
小
笠
原
儀
助
．
同
、
 

な
お
当
日
の
表
彰
式
で
次
の
各
相
罵

堅
固
、
同
、
佐
A
木
三
千

団
体
及
び
個
人
が
表
彰
さ
れ
る

雄
、
部
長
藤
田
長
三
郎
、
同
、
 

〇
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
優
良
葛
西
徳
蔵
、
分
団
長
、
吉
岡
善

消
防
団
員
）
緑
色
竿
頭
綬
 
五
 
一
、部
長
杉
山
「止
敏
 

所
川
原
市
消
防
団
第
一
分
団
、
 
O
市
長
表
彰
 
市
内
飯
詰
興
隆

五
所
川
原
市
消
防
団
第
二
分
団
小

野
安
正
．
外
崎
武
雄
。
 

功
労
章
 
副
部
長
、
藤
森
浅

一
両
氏
は
去
る
五
月
七
日
飯
詰
興

消
防
員
、
北
川
光
男
、
笠
井
末
隆
、

桜
庭
徳
太
郎
方
火
災
に
際

太
郎
。
部
長
其
田
一
郎
。
消
防
し

猛
火
の
中
よ
り
同
家
の
徳
太

員
 
嘉
山
伊
八
郎
。
副
部
長
、
 郎
さ
ん
を
救
出
す
る
と
共
に
消
 

十
五
年
度
定
期
観
閲
式
は
六
月
一
郎
。
 

十
五
年
度
定
期
観
閲
式
は
六
月
一
郎
。
 

五
所
川
原
市
消
防
団
の
昭
和
三
 
田
中重
】
。
消
防
員
、
葛
西
喜
 

、
o
 

ーヒ
り
県
下
二
十
三
ム
国
者で
ー
な
配
布
し

ま
し
た
、
 

山
 

不
・
右
土
伯
投
旺
万
 

な
お
つ
ぎ
の
病
院
に
入
院
し
て
ー
わ
れ
る
立
合
演
説
会
の
日
程
を
も
し

十
日
頃
に
な
つ
て
も
入
場
 

…

・
ー
二
 
“
 
い

る
方
は
そ
の
病
院
で
不
在
投
発

表
し
た
。
 

券
の
と
ど
か
な
い
方
は
、
名
簿
 

市
 
新
響
緒
 

「
繊
駒
』
同
驚
『類
籍
m数

細
穣
犠卿
議
鈴
携
費
 

選
挙
の
当
日
（
七
月
一
日
）
や
 
分
院
、
増
田
病
院
。
 

な
わ
れ
る
。
 

ち
ら
か
で
す
。
 こ
ん
な
場
合
は
 

姦
獲

誌
鵬
鷲
認
”
 五
所
川
原
市
 
入
場
券
は
 
艇

鍵
譲
諾
鷲
纏
か
 

【
議
鯵
纂
財
鉛
謀
 
立
合
演
説
会
 
六

日
発
送
 
監
誌
誓
締
熱
鷲
 

J

離
如
難
鷲
醸
酵
●
 

2
6碑

廼
」
濃
驚
難
犠
器
蘇
謡
種

欝
嘱
聞
中
に
申請
 

町
 
に
お
い
で
に
な
つ
て
不
在
投
票
 

r
 よ
ノ
ノJ
I

苦

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

県
選
挙
腎
理
委
員
会
で
は
七
月

こ
の
場
合
官
公
庁
、
会
社
な
ど
 
一
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
県
知
事

血
 
に
勤
務
し
て
山
、
人
は
所

属
長
選
挙
を

前
に
山
て
け
日
い
ら
一」
 

の
証
明
書
を
提漕

に
稽
什

渚
達
浮

m
伯
間
に
わ
五
所
川
原
市
選挙
管
理
委
員会
大
町
、
旭
町
、
弥
生
町
二川
端
 

ー
 

で
は
事
務
簡
素
化
の
た
め
今
度
町
、

田
園
調
布
 

投
票
所
を

増
設
し

ま
し
た
 

関
係
者
は
お

間
違
い
な
く
一
 

引
揚

・恩
給
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
県
知

事
選
挙
の
補
充
選
挙
人
名
簿
の

調
製
期
日
を
次
の
と
お
り
決
定

し
た
。
 

e
補
充
選
挙
入
名
簿
調
製
現
在

期
日
、
六
月
十
五
日
、
②
申
請

期
間
（
閲
覧
期
聞
）
六
月
十
六

日
か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
五
日

間
、
0
調
製
期
限
，
六
月
二
十

二
日
、
ゆ
縦
覧
期
間
（
異
議
申

立
期
間
）
 
六月
二
＋
三
日
か
ら

六
月
二
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
 

）
国
異
議
決
定
期
限
、
六
月
一
一

十
七
日
、
因
確
定
期
日
六
月
一
一

十
八
日
。
 

な
お
新
し
く
選
挙
権
を
得
る
人

ま
た
は
脱
漏
者
は
至
急
申
し
田

て
く
だ
さ
い
。
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
で
は
い
つ
で
も
選
挙

人
名
簿
の
閲
覧
を
い
た
し
て
お
 

平
和
町
、
成
田
町
、
新
町
「
柳

町
 

り
ま
す
。
 

図
書
寄
贈
 

2
0校
決
ま

る
 

共
同
募
金
協
力
の
賜
も
の
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
三
十
四
年

度
に
共
同
募
金
に
協
力
し
た
市

内
小
、
中
、
高
校
に
対
し
お
礼

と
し
て
図
書
を
贈
る
計
画
を
た

て
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
図
書

贈
呈
校
が
次
の
二
十
校
に
決
定

し
ま
し
た
。
 

五
農
校
、
五
小
、
南
小
、
以
上

二
千
円
、
高
野
小
、
藻
川
小
、
 

飯
詰
小
、
水
野
尾
小
．
野
里
小

松
野
木
小
、
田
川
小
、
七
ッ
舘

小
、
長
橋
中
、
沖
飯
詰
小
、
鶴

ケ
岡
小
、
家
政
学
院
、
栄
小
 

ーョ
1
1ー
コ
 

一
 

民

生
課
 

引
揚
者
の
み
な
さ
ん
給
付
金
の

請
求
は
す
み
ま
し
た
か
。
ま
だ

請
求
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
来
年
五
月
十
六
日
ま
で
請

求
期
間
が
延
期
さ
れ
ま
し
た
か

ら
お
忘
れ
な
く
期
間
内
に
市
役

所
民
生
課
市
民
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
 

福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
昨
年
九

月
か
ら
請
求
手
続
き
を
行
い
ま

し
た
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
手
続
を

な
さ
れ
受
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
そ
の
後
に
満
七
 

ロ
・
に
ト
旨に

ー
ー
 

の

お
ー
ら
せ
ー
一
 

十
才
に
達
し
た
方
で
次
の
よ
う

な
場
合
は
老
令
福
祉
年
金
を
請

求
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
ら

市
役
所
民
生
課
ま
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。
 

の
公
的
年
金

（
例
え
ば
恩
給
、
 

遺
族
年
金
，
共
済
年
金
等
）

一

万
二
千
円
以
下
受
給
し
て
い
る

こ
と
。
 

回
昭
和
三
十
五
年
度
の
市
民
税

が
賦
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

同
扶
養
義
務
者
が
昭
和
三
十
四

年
度
の
所
得
税
一
万
四
千
七
百
 
 

い
た
し
ま
す
。
 

去
年
の
検
診
の
結
果
で
は
患
者

が
半
数
に
減
つ
て
よ
い
成
績
を

お
さ
め
て
い
ま
す
が
【
木
年
も

多
散
の
受
診
を
陶
」
んで
い
る
と

と
も
に
各
家
庭
の
理
解
と
協
力

を
お
ね
が
い
し
ま
す
。
 

二
：
ニ
 
？
：
一
●三
一
三三
一
！
！
一
三
一
 

円
か
ら

一
万
九
千
二
百
円
以
上

納
め
る
義
務
が
な
か
つ
た
こ
と

昨
年
度
に
お
い
て
福
祉
年
金
を

請
求
し
現
在
受
給
し
て
い
る
方

は
六
月
一
日
か
ら
穴
月
三
十
日

ま
で
に
「
所
得
現
状
届
」
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
期
間
内
に
「
印
鑑
」
と
「
国

民
年
金
証
書
」
を
市
役
所
民
生

課
ま
で
持
参
願
い
ま
す
。
 

旧
軍
入
の
恩
給
に
つ
い
て
は
昭

和
二
十
八
年
八
月
一
日
よ
り
復

活
し
ま
し
た
旧
軍
人
の
恩
給
は

本
年
七
月
三
十
一
日
を
も
つ
て

そ
の
請
求
権
を
失
い
ま
す
か
ら

請
求
資
格
の
あ
る
人
は
取
り
急

ぎ
市
役
所
民
生
課
に
ご
相
談
下

さ
い
。
 

火
作
業
に
協
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
。
 

一
 

〇
市
長
表
彰
 
第
五
分
団

（
松
一

島
）
 

去
る
二
月
二
十
六
日
松
野
木
川

決
壊
の
た
め
水
野
尾
部
落
な
ら

び
に
附
近
一
帯
が
水
害
に
な
り

こ
れ
の
決
壊
防
止
と
排
水
作
業

に
率
先
、
地
元
団
員
一
致
協
力

し
被
害
を
最
少
限
度
に
喰
い
止

め
た
功
績
に
対
し
て
表
彰
す
る
 

O
消
防
団
長
表
彰
 
第
二
分
団

第
二
部
（
稲
実
）
第
三
分
団
第

五
部
（
石
田
坂
）
第
五
分
団
第
 

】
一
部（
田
中
）
 

以
上
三
団
体
は
去
る
五
月
ニ
十

三
日
市
内
大
字
福
岡
の
火
災
は

強
風
下
で
あ
つ
た
が
よ
く
被
害

を
最
少
限
度
に
く
い
と
め
た
功

績
に
対
L
て
表
彰
す
る
。
 

三
一
一
三
三三
三
三
三
三
三
E
F
 

資
格
の
あ
る
方
は
の
旧
軍
人
の

実
在
職
年
が
十
二
年
以
上
に
な

る
方
、
例
え
ば
現
役
三
年
、
応

召
四
年
更
ら
に
応
召

（
抑
留
期

間
を
含
む
）
 五
年
、
こ
の
場
合

は
請
求
出
来
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

回
旧
軍
人
、
軍
属
、
公
務
員
の

在
職
年
が
十
七
年
以
上
の
方
。
 

例
え
ぱ
軍
人
、
四
年
、
軍
属
（
 

任
官
し
た
も
の
）
三
年
、
公
務

員
（
農
林
省
食
糧
検
査
員
等
）
 

十
年
、
こ
の
楊
合
は
公
務
員
を

退
職
時
に
十
年
分
の
一
時
恩
給

を
受
給
し
て
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
 

と
こ
ろ
が
軍
人
、
軍
属
の
在
職

期
間
を
通
算
し
て
十
七
年
に
な
 
 

り
ま
す
の
で
請
求
資
格
を
得
る

以
前
に
受
給
し
た
】
時
恩
給
は

全
額
返
済
又
は
年
賦
償
還

（
受

給
す
る
恩
給
の
中
か
ら
）
す
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

旧
軍
人
恩
給
復
活
以
来
問
題
に

な
つ
て
き
ま
し
た
戦
時
加
算
制

度
は
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
含
み
ち
が
い
の
な
い
よ
う

お
ね
が
い
し
ま
す
。
 

鹿
内
藤
太
郎
 

氏
ら
表
彰
 

議
員
永
年

勤
続
 

去
る
五
月
二
十
六
、
二
十
七
日

東
京
九
段
会
舘
で
行
な
わ
れ
た

第
三
十
六
回
全
国
市
鵬
会
鵬
長

会
定
期
総
会
で
四
年
以
上
正
、
 

副
鵬
長
の
職
に
あ
つ
た
議
員
お

よ
び
十
年
以
上
市
醸
会
議
員
の

席
に
あ
つ
た
鵬
員
の
表
彰
が
あ

つ
た
。
 

本
市
の
関
係
は
四
年
以
上
夢

の
職
に
あ
つ
た
仙
庭
栄
八
議
長

と
鹿
内
藤
太
郎
前
副
鵬
長
の
一
一

氏
、
又
十
年
以
上
市
鵬
に
秋
元

久
吉
氏
が
表
彰
さ
れ
た
。
 

津
波
被
災
地

へ
 

義
 
摘
 
金
 
ロ
，
 

チ
り
地
震
津
波
の
災
害
を
受
け

た
八
戸
地
方
へ
こ
の
ほ
ど
次
の

方
々
か
ら
沢
山
の
見
舞
品
が
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
市
福
祉
事

務
所
で
は
早
速
日
赤
青
森
県
支

部
経
由
で
催
災
者
に
送
り
ま
し

た
。
 

五
所
川
原
婦
人
会
（
会
長
永
井

か
つ
さ
ん
』
一
万
六
三
一
O
円

衣
類
二
五
O
点
、
五
所
川
原
ロ
 

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ー
O

、
〇
o
 

〇
円
、
五
小
、
四
一
五
六
円
、
 

五
所
川
原
キ
リ
ス
ト
協
会
二
一
一

四
二
円
，
西
郡
森
田
村
！
小
山

、
 

内
福
子
一
〇
〇
円
．
本
町
鰐
田

商
店
毛
布
二
十
枚
．
匿
名
者
、
 

衣
類
数
点
。
 

☆
 

☆
 

の
選
挙
ょ
り
五
所
川
原
第
三
投

票
所
を
新
設
い
た
し
ま
す
の
で

間
違
い
の
な
い
よ
う
ご
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
第
一
投
票
区

（中
央

公
民
舘
）
鎌
谷
町
．
東
町
，
布

屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本
町
 

五
所
川
原
第
二
投
票
区

（
五
高

校
）
下
平
井
町
、
中
平
井
町
、
 

上
平
井
町
、
平
井
町
、
柏
原
町

幾
島
町
、
錦
町
、
新
宮
町
、
敷

島
町
、
小
曲
 

五
所
川
原
第
三
投
票
所

（
南
小

学
校
）
栄
町
、
田
町
、
元
町
、
 

知
事
選
の
補
充
名
簿
 

申
請
は
ー
ハ

月
計
ザ
“
劫
“
 

鷲藤桂縫韻紺i 
して市の収入になります。 

光、パット 	 3円30銭 

しんせい、ビース 
	 4円40銭 

いこい、冨士 
	 5円50銭 

33年慶は 12・732司30円、34 
年度は 	I 3、446・920円が市の 
財源になつております。 
たばこは ぜひ市内の店から
買いましよう, 
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村
上

健
設
相
来
五
 

乾
橋
架
替

工
事
視
察
 

村
上
建
設
大
臣
は
人
戸
地
方
津
波
災
害
の
現
地
視
察
と
目
屋
ダ
ム
完
工
式
に
出
席
の
た

め
来
県
、
二
日
午
前
十
一
時
半
、
三
和
代
議
士
、
山
崎
知
事
ら
関
係
者
と

と
も
に
来
五
、
 

昨
年
秋
ょ
り
工
費

】
億
八
千
万
円
で
着
手
し
て
い
る
乾
橋
架
替
工
事
状
況
を
視
察
し
、
 

原
商
工
会
鵬
所
会
頭
ら
乾
橋
架
替
工
事
期
成
同
盟
会
役
員
の
早
期
実
現
の
陳
情
を
受
け

た
後
、
午
後
一
時
か
ら
中
央
公
民
舘
で
開
か
れ
た
三
和
代
諮
士
の
国
会
報
告
演
説
会
に

出
席
、
安
保
問
題
に
よ
つ
て
生
じ
た
国
内
情
勢
を
報
告
六
百
名
の
聴
衆

に
大
き
な
感
動

を
与
え
四
時
す
ぎ
宿
泊
地
大
鰐
温
泉
に
向
つ
た
．
 

〔
写
真
説
明
 
三
和
代
鵬
士
の
説
明
聞
く
村
上
建
設
大
臣
）
 

飯
詰
中
、
五
高
、
三
好
中
，
金

山
小
、
以
上
一
千
円
。
 

ト
ラ
ホ
ー
ム
 

の
 
検
 
診
 

鷲
 

一
こ店
 

陸
・
海
・
空
 
一ば
の

自
衛
官
募
集
 
一
た
内
 

一
難難
蕪

験旬
一
一
一
麟
一

一
」
一
 

市
消
防

団
観
閲
式
 

邦
弊
贈
北
斗
ク
ラ
ン

ト
 



m
 

(1部 L円、 	第61号 

吉
田
建
設
課
長

u
街
灯
の
修

理
は
六
月
中
に
終
了
す
る
。
ま

た
こ
れ
ら
の
予
算
を
全
額
市
で

負
担
し
て
い
る
の
は
全
国
で
五

所
川
原
市
だ
け
だ
。
今
後
各
部

落
で
管
理
し
市
で
半
額
の
経
費

を
出
す
計
画
で
増
設
は
不
可
能

だ
。
 

小
野
民
生
課
長
ー
昨
年
度
は

伝
染
病
が
多
か
つ
た
の
で
今
年

は
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
た
て
て

い
る
。
 カ
，
 ハ
ェ
を
撲
滅
す
る

た
め
五
月
中
旬
に
各
町
内
、
部

落
に
薬
済
を
配
布
し

て
い
る
。
 

ト
ラ
コ
ー
マ
、
ジ
フ
テ
り
ァ
な

ど
予
防
接
種
も
行
な
つ
て
お
り

万
全
を
期
し
て
お
り
ま
す
。
 

奈
良
農
商
工
課
長
‘
シ
イ
タ

ケ
二
十
五
柵
を
種
菌
し
．
青
年
 
 

団
、
婦
人
会
な
ど
に
わ
り
あ
て

参
加
す
れ
ぱ
普
及
さ
せ
る
9
カ

シ
ク
ル
ミ
は
秋
に
種
を
配
布
す

る
。
 

A
斎
藤
昇
議
員
ー
e
職
業
訓

練
所
の
誘
致
．
e
汚
物
処
理
に

つ
い
て
、
e
北
校
舎
敷
地
の
問

一題
と
南
小
の
教
材
を
正
当
に
分

配
し
た
か
。
＠
二
億
円
以
上
の

大
事
業
場
を
誘
致
す
る
市
長
の

そ
の
後
の
構
想
は

・
：
 

山
内
市
長
ー
県
立
訓
練
所
の

問
題
は
そ
の
内
容
、
収
容
数
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。
国
立
以

上
の
設
備
で
や
ろ
う
と
県
知
事

と
接
衝
し
て
お
り
九
、
十
月
頃

ま
で
に
は
具
体
的
に
決
る
。
 

大
工
場
誘
致
問
題
の
方
針
は
変

え
て
い
な
い
。
今
後
の
隅
査
を
 
 

積
極
的
に
進
め
る
。
将
来
期
待

以
上
の
事
業
を
や
る
。
 

小
野
民
生
課
長
u
人
ロ
の
増

加
に
よ
つ
て
汚
物
も
多
く
な
つ

て
い
る
が
．
捨
て
場
を
近
く
に

設
け
た
の
で
秋
の
漬
物
時
ま
で

は

一
応
ま
に
合
う
と
思
う
。
 そ

の
後
の
事
柄
は
そ
の
時
善
処
す

る
。
 

川
浪
教
育
長
n
北
校
舎
の
敷

地
は
現
在
四
 
五
カ
所
を
み
て

お
り
ま
だ
き
め
て
な
い
。
南
小

学
校
の
教
材
の
配
分
は
ま
だ
お

こ
な
つ
て
い
な
い
。
 

☆
 

☆
 

★
 

☆
 

☆
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「リ」ロ我ユ又コ 
	第41回 

定

優

会
終
る
 

繰
上
充
用
姦

一
億
四
一
〇
〇
万
円

市
乗
用
車

購
入
、
部
制
を

廃
止
 

山内 市長 

仙庭 議長 

酪
案
第
六
八
号
寄
附
採
納

つ
い
て
。
 

都
市
地

方
審

議
委
員
決

る
 

市
議
会
選
田
の
都
市
計
画
地
方
山
谷
満

広
氏
）
の
定
時
総
会
は

審
議
会
委
員
は
五
月
三
十
日
開
身
体
福
祉
法
施
行
十
周
年
記
念

会
の
第
四
十
一
回
定
例
会
に
お
を
も

含
め
、
十
七
日
午
前
十
時

い
て
、
原
田
議
員
の
動
醸
で
投
か
ら

中
央
公
民
舘
で
開
く
。
 

票
を
用
い
ず
臓
長
指
名
と
な
り

次
の
五
氏
が
決
定
L
た
。
 

笹
森
柾
五
郎
与
岩
崎
富
雄
、
黒

滝
善
佐
、
松
本
与
三
郎
、
秋
元

久
吉
。
 

一
 

深
谷

部
落
へ
 

衣
類
を
贈

る
 

五
所
川
原
婦
人
会

（会
長
永
井

か
つ
さ
ん
）
で
は
去
る
五
月
一
一

十
三
日
十
九
世
帯
が
全
焼
し
た

二
 
西
郡
鯵
ケ沢
町
深
谷
部
落
（
旧
 

ー
 赤
石
村
）
に
衣
類
一
五
〇
点
を

市
福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
鯵
ケ

沢
町
役
場
に
送
つ
た
。
 

身

障
者

総
会
開
く
 

市
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
会
長
 

議

案
第

五
十
三
号

市

一
般
会
計
歳
人
歳
出
の
追
加

予
算
は
追
加
総
額
が
】
億
四
千

九
百
五
十
一
万
八
千
円
と
な
り

そ
の
内
容
は
歳
入
で
は
市
税
百

六
十
七
万
円
国
庫
支
出
金
二
十

八
万
円
と
な
り
ま
す
。
 

歳
田
で
は
市
役
所
費
百
四
拾
万

円
、
教
育
費
で
二
拾

一
万
四
千

円
，
統
計
費
拾
三
万
九
千
円
、
 

諸
支
出
金
で
六
百
五
拾
万
円
，
 

繰
上
充
用
金
で
一
億
四
千
一
百

二
拾
六
万
円
の
追
加
で
あ
り
ま

す
。
 

議

案
第

五
十
四

号
 

特
別
会
計
国
保
事
業
勘
定
の
追

加
予
算
案
は
歳
人
歳
出
と
も
四

百
三
万
円
で
市
債
を
財
源
と
し

て
繰
上
充
用
し
て
あ
り
ま
す
。
 

議

案
第

五
十

五
号
 

国
保
直
診
勘
定
の
予
算
は
総
額

ニ
千
八
百
万
円
を
追
加
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
歳
入
で

診
療
収
入
四
百
五
拾
四
万
、
市

債
一
千
五
百
拾
八
万
円
財
産
収
 次

に
単
行
案
に
移
り
ま
し
て
、
 

ま
ず
二
件
の
専
決
処
分
報
告
で

あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
計
画
さ

れ
ま
し
た
公
営
住
宅
建
設
事
業

の
起
債
う
決
定
し
た
後
に
お
い

て
当
初
予
定
し
て
い
な
か
つ
た

百
万
円
の
追
加
起
債
が
決
定
し

こ
の
借
入
れ
手
続
き
に
要
す
る

関
係
で
専
決
し
た
も
の
で
あ
り

今
一
つ
は
三
博
特
調
委
が
設
置

さ
れ
、
証
人
の
出
頭
を
求
め
て

い
る
の
で
す
が
証
人
に
対
す
る

旅
費
の
支
給
条
例
が
制
足
さ
れ

て
い
な
い
た
め
急
速
必
要
と
な

り
ま
し
た
の
で
地
力
自
治
法
の

専
決
規
定
を
適
用
し
専
決
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

議
案
第

五
十
八

号
 

五
 
十
 
九
 

号
 

条
例
の

】
部
改
正
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
六
月
一
日
か
ら
部

制
の
廃
止
に
よ
る
条
例
改
正
と

国
税
徴
収
法
の
改
正
に
よ
る
条

例
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
．
 

議

案
第

六

十
号
 

「
」
」
“

捲
認
護
煮
灘
灘
灘
篇
麟
護
範
鯉
影
 

懇
難
幕

惑
響
婆
一
饗
魂
醜
 

あ難

第
六十
二
 
箸』
語
錯雑
難
霊
議
鰭
譲
器
 

庁
舎
新
築
に
件
う
敷
地
と
し
て

未
広
町
の
市
有
地
を
貸
付
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
？
。
 

議

案
第

六
十

三

ち
 

県
よ
り
購
入
し
た
新
宮
末
広
町

の
市
営
住
宅
を
一
般
財
産
に
そ

の
用
途
を
変
更
し
て
財
産
処
分

す
る
案
で
あ
り
議
案
第
六
十
四

号
，
六
十
五
号
は
去
る
三
月
の

定
例
市
鵬
会
で
．
決
鵬
い
た
だ

き
ま
し
た
臓
案
の
内
容
に
つ
い

て
そ
の

一
部
を
変
更
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

議
案
六

十
六
号

‘
 

市
乗
用
車
の
購
人
で
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
車
は
昭
和
三
十
年
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
足
所
の
 

筆
六

十

八
号
議

案
 
一

松
島
の
中
村
に
延
長
敷
設
す
る
一
 

J
水
道
工
事
費
に
充
て
る
た
め

地
元
民
か
ら
十
五
万
円
の
寄
付

の
申
し
出
で
あ
り
ま
す
の
で
こ

れ
を
採
納
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
c
 

あ
り
ほ
叱

一
 
ー
 
一
か

ー
っお
こ
な
つ
た
ロ
ー
タ
リ
 

年
年
度
五
所
川
原
市
特
別
会
計

水
道
事
業
才
人
才
出
追
加
予
算

議
案
第
五
七
号
昭
和
三
十
五

年
度
五
所
川
原
市
特
別
会
計
公

益
質
屋
事
業
才
人
才
山
更
正
予
 

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
市
で
は
 

要
 直

接
関
係
の
あ
る
土
地
改
良
事

務
所
と
最
協
に
推
進
を
要
望
し
 

6
1
第
四
十
一
回
定
例
市
鵬
会
の

】
 は
間
に
合
う
つ
も
り
だ
。
〇
道
こ
ろ
は
廃
止
出
来
な
い

と
考
え
 

須
郷
助
役
n
五
所
川
原
市
の
 

【
般
質
問

に
は
、
小
田
桐
源
太
郎
路

は
橋
な
ど
小
さ
な
架
替
二
十
 
て
い
る
。
本
庁
に
但
利
で
堆
元

福
祉
行
政
は
目
下
勉
強
と
研
究

糾

山
谷
満
広
、
寺
田
義
雄
、
西
谷
 
力
所
を
予
定
し
て
い
る
。
道
路
住
民
の
要
望
も
聞

い
て
か
ら
雄

中
で
あ
る
。
 

”
 
美
佐
雌
、
斎
藤
昇
の
五
諸
員
が
 
の
改
良
も
今
ま
で
と
違
つ
た
方
会
を

み
て
実
現
さ
せ
た
い
。
 ま
 

▲
寺
田
義
雄
議
員
「
就
職
生
 

”

立
ち
質
疑
を
行
つ
た
質
問
お
ょ

式
で
や
つ
て
お
り
、
最
少
限
の
  
た
市
営パ
ス
な
ど
は
直
接
考
え
と
商
業
高
校誘
致
の
問
題
に
（
ノ
 

蛋
 
び
答
弁
は
次
の
通
り
c
 

予
算
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
 
て
い
な
い
し
市
で
は
や
る
べ
き
 
い
て
。
 

j
 
A

小
田
桐
源
太
郎
騒
員
n
e
 
よ
う
努
め
て
い
る
。
 

で
は
な
い
と
思
う
o
弘
南
パ
ス
 
川
浪
教
育
長
ー

来
年
度
か
ら
 

『
卿
松
野
木
川
の
河
川
県
綿
入
は
ど
 

A
山
谷
満
広
島
員
ー
e
支
所
 
の
ス
ト
に
関
連
し
て
の
事
だ
が
は
生
徒
の
収
容
能
力
を
多

く
す

か
姻

う
な
っ
て
か
る
か
〇
道
路
愛
護
 
の
統
廃
合
に
つ
い
て
と
交
通
網

早
急
に
考
え
て
な
い
・
し
か
し
 
る
と
云
う
の
で
県
で
は
検
討
中
 

“
興
問
題
に
つ
い
て
 

の
確
保
、
〇
耕
地
整
理
に
つ
い
 ●
郵
均
勲
下

一
ぐ
ン
h
以
」
と
 
の
こ
と
で
あ
る
市
立
高
校
は
要
 

織
轟
麗
鶴
綾

韻
綴

競
総
醜
雄

踊
濡
需

織
窟

祷
で
な
け
れ慮誌
勲
鉱

鷲
・
は

曝
諺
勲
疑
麗
誕
媛

破
融
れ

支
所の
統廃
合
地
翻
繋
製
纏
躍
吐
灯
船
駿
譲
器
引
舞
 

秋
の
水
害
（
九
月
頃
）
ま
で
に
 
は
遠
距
離
で
達
絡
の
不
便
な
と
 
そ
の
地
誠
に
よ
つ
て
お
こ
な
う

に
つ
い
て
0
産
経
、
、
っ
い
て
 

議
案
第
五
九
号
五
所
川
原
市
 ご
承
知
の
と
お
り
五
月
三
十
一
 す
。
 

つ
い
て
 

5
 

一
一
」
ゴ
ゴ
F
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ノ

‘
 

一
 
1
1
1

ノ
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ー
一
ー

一
‘《
 
て
い
る
が
、
直
接
農
民
が
動
か
 

畑
五
議

員
の
一
般
質
問
概
 

l
 

な
 
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
 

て
い
る
が
、
査
譲
農
民
が
動
か
 

ニ
〇
O
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
ー
メ
 

ー
ト
ル
、の
砂
利
敷
市
道
が
こ
の
 

ほ
ど
竣
工
 
さ
つ
そ
く
通
行
人
 
堤
、
合
浦
の
両
小
学
校
を
は
じ
 

第
で
あ
り
ま
す
。
 

地
買
収
費
が
拾
四
万
円
過
年
度
 

場
な
ど
。
 

利
用
者

昨
年
の
四

倍
L
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リ
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押
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嘱
担
 
寿

多
身

ジ

1

与
．
 

が
、
現
在
の
車
は
昭
和
三
十
年

ほ
ど
竣
工
 
さ
つ
そ
く
通
行
人
堤
、

合
浦
の
両
小
学
校
を
は
じ
 

課
劃
謝
置
条
例
制
定
に
つ
い
て
 

ー
 
・
・
‘
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贈
語

m
採

拙
添

醐

市
立
西
北
中
央
病
院
の
建
物
敷
一誉
認
喬

離

凝
仁

加
疑
警

響
」
か
与

1
ノ

め
大
洋
漁
業
冷
蔵
庫
、
青
森
市
 

山
内
市
長
提
案
理
由

説
明
 

税
外
諸
収
入
滞
納
金
督
促
手
数
日
で
昭
和
三
十
四

年
度
の
会
計
再
建

樹
立
後
、
当
市
の
財
政
は

そ
れ
で
は
順
を
追

つ
て
提
案
の
 濠
吐
唯
巨
百
丙
旺
、
繰
止
充
囲
 
・
 
）

福
祉
事
務
所
次
長
、
堀
内
大

な
お
山
内
市
長
も
こ
の
研
修
会

税
川
認
卿
入
滞
納
金
剖
促
手
数
日
で
昭
和
三
十
四

年
度
の
会
計
再
建

樹
立
後
、
当
市
の
財
政
は

そ
れ
で
は
順
を
追

つ
て
提
案
の
 泣
畑
唾
巨
酒
万
円
、
繰
ほ
叱
開
 
・
 

か
叫
か

i
j
』
 
‘
一
ー
ー
ー
ーこ
e
出
納
閉
鎖
に
よ
つ
て
年
間

の
一
般
及
び
特
別
会
計
の
ぼ
う
す
。
ー
」

ー
・
一
 
ー
 

議
案

第
五

十
六

号
 

【
r
 

ノ
 

生
些
 

E
デ
 
藤
」
ュ

ー
 

柳
如
m
『
税
務
謝
響
諭
気

長
 
桜
桃

忌
を
開

催
 

醜
駕
」鯵
「
「灘
襲
異
霧
議
鷲
鷺
」
」
鷲
鷲
醸
繊

護
難
追
市
人
事
異
動
一
 
慧難
難
難
範

い
か
 

『
御
案
第
六
o
号
不
動
産
の
取
収
支
に
残

額
が
あ
れ
ば
当
然
次
だ
い

な
未
払
金
を
一
挙
に
解
決
 
議
案
第

五
十
二

号
 

時
熱
桑
「
影
軒
窒
記

宜
  
J
 

一
 

一
」
灘
痢
、
一
；彫
稼
和
露
柳
飼
長

三
和
り
か
れ
し
・
a剃
『

r
墨
 

得
に
つ
い
て
o
 

年
度

（
繰
鵬
さ
m
」
に
准
血
け

滴
こ
と
は
誠
m
達
准
m
に
」
財

吸
再
唯
計
価
ゆ
変
運
m
に
予

算
界
m
市
債
を
肋
汎
H
い
で
 

」
ハ月
『
一
日
付
 
）
国
民

健
康
保
険
課
給
付
係
長

女
勃
川
飼
知
鶴
ち

“
八
「
”
 

鵬
案
編
六
一
号
梅
田
集
会
所
ゆ
は
け
が
当
匡
所
川
源
姉
「
m

で
滴
ゆ
ほ
n
「
沖
」
』
浮
●
叫
授
嶋

”
？
す
ゆ
」
m
吐
吹
ゆ

過
年
慶
女
出
郵

】馴
「
拾
八
万
 

一
 

斎
藤
一
郎
（
国
民
健
康
保
険
課
製
中

m
葺

ヤ
ホ
巨
旨

警

設
置
に
つ

い
て
 

時
測
会
叶
ゆ
部
市
母
噛
停
陳
「
味
映

I
ゆ
潤
准
「
昭
m
巨
汁
電
 
伍
三
嶋
鵬
線

t
瑚
連
1
は
け
ゆ
 円
繰
旧
充
肌
金
三
首
五
捌
ん
万

敷
島
分
院
事
務
長
小
野
稔

（
民
税
務
課
第
二
課
税
係
長
）
税
務
郵
柳
』
加

道
拠
剃
引
働
馴
れ
柳
勲
井
細
象
伽
古

柳
『
郎
即
い
聖

鵬
案
第
六
二
号
市
有
財
産
の

叱
唯
×
す
パ
誘
徐
叶
が

眼
は

4
渡
ポ
噌
1
庫
叫
高
繰
嘩

『
 
『
携
沃
摘

山
帥
社
田
は
け
け
馴
剖

追
加
』
加
し
で
お
“
」
ず

生
課
長
）
民
生
課
長
、
長
谷
部
謝
影

機
m
兼
餓
卿
痢
知
）
和
配

麟
酢
、
（
加
湖
翻
郵
如
『
剣
柳
飼
れ

葺
加
糾
和
わ
「
か
引
り
柳
棚
一
 

貸
付
に

つ
い
て
o
 

咽
「
ぐ
な
わ
ず
才
沃
4
ゆ
け
佃

建
れ
●
紛
」
嶋
け
に
m
」
浮
変
更

け
叫
注
m
湾
油
m
埼
洲
度
 

義

案
か
主

十

ヒ
手
」

義
明
（
福
祉
事
務
所
次
長
）
庶
翻

（
馴
片
鶴
馴
）
伽
謝
長
相
断

町
割
島
町
郵
柳
示
印
即
衝
彫
他

蔵
『
わ
誹
望
，
ー

‘
一
 
，
,
 

議
案
六
三
号
市
営
住
宅
の
用
が
多

く
、
こ
の
た
め
に
差
引
不
続
き

は
地
方
自
治
法
の
定
め
る
 
に
よ
る
学
校
安
全
会
負
担
金
 
胃

多
舞

王
寸
モ

嶋
 

務
課
長
補
佐
阿
部
武
四
郎

（
敷
」J

Jー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
‘

l
，
ー
ー
l
一，
／
ー
I
f
l
f
「
い
。
1
い

・
‘
ー
一
 
、
：ー
 

途
狗
勲

に
つ
い
瓦
ー
ー

」

額
を
翌
年
度
財
源
、
す
な
わ
と
こ

ろ
に
よ
り
年
度
経
過
後
出
新

市
町
村
建
設
計
画
調
整
●
務

公
益
質
屋
事
業
会
計
の
追
加
予

島
分
院
事
務
馴
司

即
個
胤
僻
 

！
 

‘
 
‘
 

ゆ
吋
策
m
噸
を
痛
め
に
”
吐
も
 

、J
畿
勲
知
齢
号

五
所
川
原
市
ち
町

和
三
十
五
年
度
予
算
で
そ

納
閉
鎖
期
前
ま
で
に
是
非
と
も
費
、

農
業
セ
ン
●
ス
を
始
め
と

算
は
予
備
費
を

一
首
四
拾
九
万
除

課
剥
柳
奪

r
馴
削
H
和
和
 

ー

ー
寄
評
旺

鉛
斗
士

口
女

（
ム
央
分

7
1
 
1
 
の
で
け
ゆ
市
ま
づ
嘩
唯
所

血
 

立
刺
加
剃
校
馴
外
運
酬
場
用
地
の
補
塩
策
を
講
じ

吐
け
m
ば
決

償

准
車

」
鵬
係
上
い
冷
四
け

」
略
噛
湾

m
済
凌
汲
び
市

沈
千
円
を
減
額
し
て
繰
上
充
用
費

補
佐
）
秘
書
個
画
課
郵
鷲
ー

ー
博
し

虫
《
 

立
粗
忙
担
究
引
外
運
馴
鼠
馴
地

の
補
収
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
決
必

要
と
さ
れ
る
関
係
上
、
今
回
す
る

各
種
指
定
統
計
費
及
び
市

九
千
円
を
減
額
し
て
繰
上
充
用
測
彫

捕
お
「
町
書
卸
馴
県
馴
献
」
ー

ー
博
し

ん
工
《
虫
か
・
・
斎
ェ
お
レ

素
レ

ョ
託
ー
 

ー
一
ど
が
一
体
と
な
つ
て
各
町
内
に
 

買
収
の
内
容
一
部
変
更
に
つ
い
算
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
り

ま
追
加
予
算
の
提

案
と
な
つ
た
次
乗
用
車

の
講
入
費
で
あ
り
ま
す

金
に
充
当
し
て
お
り
ま
す
。
 

佐
兼
財
政
係
長
、
増
田
新
吉

（
(
 

か
ら
布
屋
町
に
至
る
道
路
拡
巾

工
事

（
】
五
メ
ー
ト
ル
）
 
が竣

工
、
七
日
県
計
画
課
の
西
村
工

事
係
畏
と
飯
塚
庶
務
係
長
が
来

五
、
竣
工
検
査
を
行
な
つ
た
。
 

五
小
校
母

の
会
視
察
 

青

森
市

内
各

校
 

給
食

状
況

な
ど

五
所
川
原
小
学
校
母
の
会
、（令

長
田
辺
シ
ゲ
さ
ん
）
 
で
は十
日

会
員
六
〇
名
に
よ
る
会
員
の
研

修
旅
行
を
行
つ
た
。
 

こ
の
旅
行
の
目
的
は
学
校
給
食

と
建
築
の
視
察
が
主
と
し
て
行

な
わ
れ
た
》
コ
ー
ス
は
青
森
市
 

，
●
‘
，
一
，
J
,
,
,
'
！
メ
》
《
，
《
《，
‘
,
 

布
屋
町
道
路
 

通
 
行

開
始
 

市
建
築
課
で
は
昨
年
十
月
か
ら

工
費
四
八
O
万
円
で
工
事
に
着

手
し
て
い
た
布
屋
町
り
ん
ご
舘

わ
き
か
ら
駅
南
側
に
至
る
長
さ
 

て
。
 

議
案
第
六
五
号
五
所
川
原
市

立
西
北
中
央
病
院
併
設
精
神
病

棟
建
築
の
内
容

一
部
変
更
に
つ

い
て
。
 

議
案
第
六

大
号
乗
用
車
の
購

入
に
つ
い
て
 

議
案
第
六
七
号
市
立
五
所
川

原
小
学
校
解
体
に
伴
う
古
材
処

分
に
つ
い
て
。
 

五
所
川
原
市
鵬
会
第
四
十
一
回

定
例
会
は
去
る
五
月
三
十
日
開
 

報
 会
次
の
提
田
案
件
に
つ
き
山
内

市
長
か
ら
提
出
説
明
が
な
さ
れ

小
田
桐
、
山
谷
．
寺
田
、
西
谷
 

広
 
斎
藤
の
五
醸
員
の
一
般
質
間
が

あ
つ
た
の
ち
議
案
審
議
に
入
り

い
づ
れ
も
満
場
一
致
で
原
案
ど
 

市
 
お
り
可
決
し
て
閉
会
し
た
。
 

提
出
案
件
 
議
案
第
五
二
号

五
所
川
原
市
財
政
再
建
計
画
の
 

‘
変
更

に
つ
い
て
 

ー
 

鵬
案
第
五
三
号
昭
和
三
十
五

年
度
五
所
川
原
市

一
般
会
計
才
 

【
入
才
出
追

加
予
算
 

J
 

鵬
案
第
五
四
号
昭
和
三
十
五

年
度
五
所
川
原
市
特
別
会
計
国
 

所
 民
健
康
保
険
事
業
勘
定
才
入
才

出
追
加
予
算
。
 

鵬
案
第
五
五
号
昭
和
三
十
五

三
年

度
五
所
川
原
市
特
別
会
計
国
 

・

，．
民
健
康
保
険
直
診
勘
定
才
入
才
 

出
追
加
予
算
。
 

鵬
案
第
五
六
号
昭
和
三
十
五
 

ノ
！
●
一
！<
 

J
●
●
「
！
．
‘
」
 
■
 
‘
●
●
「
．

I
 

呼
び
か
け
た
り
P
B
し
た
の
が

功
奏
し
た
も
の
。
 

結
果
は
各
町
内
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
で
昨
年
六
O
 

〇
名
の
検
診
者
に
対
し
て
今
年

は
ニ
三
七

一
名
と
四
倍
の
増
と

な
つ
て
い
る
。
な
お
各
地
区
の

検
診
者
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
 

（
カ
ツ
コ
内
は
検
診
者
数
）
 

平
和
町
入
ロ
 
（
二
O
六
）
八
幡

宮
前

（
一
五
六
）
成
田
山公
園

前
（
二
五
入
）
土
木
事
務
所
前
 

（
ニ
八
一
）
安
定
所
前
（
】
五

三
）
り
ん
ご
舘
前

（
一
四
九
）
 

菊
地
シ
ー
ト
店
前
（
二
四
六
）
 

三
好
庵
本
店
前

（
一
三
七
）天

内
セ
ン
ペ
イ
店
前
（
二
七
八
）
 

岩
舘
鉄
工
所
前
へ

一
六
五
）
木

村
ト
タ
ン
店
前
（

一
九
一
）
古

田
金
物
店
前
（
一
五
・
一
）
 

◇
 

◆
 

  

    

    

    

    

    

 

ー
．!
.
.
．
ー
》
ー
，
‘

.．ー
．,'
,
I

ー
…
…
・
・
！
ー‘・・
‘…・
 

I
・
‘
…
・
 

    

市
民
生
課
で
は
結

核
早
期
発
見
の
た

め
十
二
、
十
三
、
 

十
四
の
三
日
間
市

内
各
地
区
で
県
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
カ
ー
 

に
よ
る
無
料
結
核

検
診
を
行

つ
た
と

こ
ろ
利
用
者
が
昨

年
の
四
倍
の
増
で

係
員
は
う
れ
し
い

悲
鳴
を
あ
げ
て
い

た
。
 

い
ま
ま
で
は

一
般

に
あ
ま
り
認
識
さ

れ
て
い
な
か
つ
た

の
で
利
用
者
も
少

な
く
関
係
者
は
こ
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